
Nov 15, 2021 大原ケイ

海外出版動向2021
コロナ禍での欧米出版社の模索



すべてがリモート、オンライン化へ

・Book Expo Americaがとうとう中止
・他のローカル文学フェスやブックフェアもオンライン化
・インディペンデント書店もリモートイベントで巻き返し



密です！

密です！

London
International

Book Fair



Brooklyn Book Festival 2019





2021上半期でコロナ禍収束へ向かうのか？

昨年後半の勢いが続き、前年比で12％増、特に紙の本が好調

• 2020年はジェットコースターのような動きながら前年比でプラス

• 地獄のような2020年上半期と比べると売上げ冊数は18.5％増

• 「お籠り需要」で増えたYAフィクションの他のジャンルが追いついた

• 新刊、新人のマーケティングが難しいのでバックリストが売れた

• 特にグラフィック・ノベルが売れ、日本のマンガも含まれている



クリスマス商戦を直撃するかもしれない問題

• サプライ・チェーン糞詰まり問題

• トラック野郎の絶滅危惧種指定問題

• パルプフィクションならぬフィクション用のパルプ不足問題



出版社に続き、エージェンシーも2極化
ICMとCAAが合併

• 2009年にWilliam MorrisとEndeaverが合併したときにも驚き

• International Creative ManagementとCreative Artists Agency

• ハリウッド俳優、スポーツ選手の陰で
作家の立場が…



女性の離職がとまらない
Work From Home（リモートワーク）で子育てや家事の負担増加



ストリーミング映像文化の影響

• Netflix, Amazon, Hulu, Disney, HBOがもたらしたもの

• TikTok、YouTube、SnapChatと紙の本の関係

• オーディオブックとポッドキャスト



オリンピック後の日本発コンテンツ輸出の行方

• もう「クールジャパン」政策は頼れない

• 中国、韓国発コンテンツの今後を占う

• ノーベル文学賞、英ブッカー賞から見えてくるグローバル文学の潮流


